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コンクリートの乾燥収縮は、鉄筋コンクリート造建築物に生じるひび割れの主要な原因の一
つであり、建築物の高品質化、高耐久化および長寿命化のためには、乾燥収縮ひずみを精度よく
予測し、乾燥収縮を考慮したコンクリートの調合設計法を確立してコンクリートのひび割れ制御
設計・施工仕様の作成に反映させることが重要である。コンクリートの乾燥収縮は、通常、乾燥
日数６ヶ月の収縮ひずみで評価され、乾燥収縮の試験は非常に長期にわたる。そのため、コンク
リートの材料の種類や調合に対して乾燥収縮ひずみの予測式を作成しておくことが重要である。 
コンクリートの乾燥収縮ひずみの予測式には、日本建築学会「鉄筋コンクリート造建築物の
収縮ひび割れ制御設計・施工指針(案)」に示された収縮ひずみ予測式、土木学会コンクリート標
準示方書の算定式、CEB-FIP の収縮ひずみ予測式などがある。これらの予測式は、いずれも多
くの研究者による膨大なデータを収集・整理し、コンクリートの材料の種類、調合、相対湿度、
部材の大きさなどの要因を組み込んだ汎用式である。そのため、乾燥収縮ひずみの一般的な傾向
をよく表しているが、実際の場面において必ずしもそのまま適用できるわけではなく、個々の材
料および調合については、多くの場合、試し練りを行ってコンクリートの乾燥収縮ひずみを求め
なければならない。 
本研究は、コンクリートの材料および調合を変えた各種コンクリートを用いて、供試体の寸法、相
対湿度を変えて長さ変化、質量変化、圧縮強度およびヤング係数の経時変化を試験し、ひずみの進行
速度、乾燥日数６ヶ月における乾燥収縮ひずみから日本建築学会の予測式における相対湿度、供試体
の寸法、コンクリートの調合および材料の種類の係数を決定していったものであり、具体的な材料に
ついての収縮ひずみ予測式の係数を求めるとともに、係数の決定手順を示したものである。 
本論文は、全８章で構成されており、各章の概要は次に示すとおりである。 
第１章「序論」では、本研究の背景、目的および論文の構成を述べた。 
第２章「乾燥収縮に関わる既往の研究」では、コンクリートの乾燥収縮に関する既往の研究
の調査を行い、乾燥収縮に影響を及ぼす要因の抽出とその影響を調べた。その結果、多くの研究
においてコンクリートの単位水量や単位セメント量が乾燥収縮ひずみに及ぼす影響はあまり大き
くないが、粗骨材の岩種の違いによるコンクリートの乾燥収縮ひずみには大きな差があることが
分かった。 
第３章「乾燥収縮に及ぼす環境要因の影響」では、相対湿度が乾燥収縮に及ぼす影響につい
て粗骨材の岩種別に実験的に検証した。その結果、相対湿度が乾燥収縮ひずみにおよぼす影響は
大きく、粗骨材の岩種によって影響に差があることを示した。 
第４章「乾燥収縮に及ぼす部材の大きさの影響」では、供試体の寸法が乾燥収縮ひずみの進
行速度におよぼす影響を実験的に検証した。その結果、供試体の体積と表面積の比が乾燥収縮の
進行速度に及ぼす影響については、おおむね日本建築学会の予測式である双曲線式の係数によって
表されることを示した。 
第５章「乾燥収縮に及ぼす調合要因の影響」では、コンクリートの材料および調合を変えて
乾燥収縮の実験を行い、コンクリートの材料ごとに調合の影響を調べた。その結果、調合要因で
ある単位水量、単位セメント量、水セメント比が乾燥収縮におよぼす影響は、材料の種類の違い
による差より小さいことを示した。 
第６章「乾燥収縮に及ぼす使用材料の影響」では、セメントの種類、収縮低減効果が期待さ
れる混和材料である膨張材および収縮低減剤の銘柄ならびに粗骨材の岩種を変えた実験を行い、
第５章に示した実験結果に基づいて調合の影響を除いた材料の影響について検討した。その結果、
セメントの種類および混和材料の銘柄の係数については日本建築学会の予測式で参考として示さ
れている値と概ね近いこと、予測式に示されていない粗骨材の岩種の影響については非常に大き
いことを示した。 
第７章「乾燥収縮に及ぼす各種要因に関する考察」では、第３章から第６章で得られた実験
結果に基づき、日本建築学会の予測式を基準に、各種要因が乾燥収縮に及ぼす影響について定量
的に評価するとともに、係数の設定手順を検証した。乾燥収縮ひずみの進行速度は、予測式で示
される双曲線式で表しても実験結果と大差ないこと、粗骨材の岩種の影響については、ヤング係
数の複合則である Hashin-Hansen の式を用いて粗骨材のヤング係数を計算し、求められたヤング
係数の関数で乾燥収縮ひずみが良く表されることなどを示した。 
第8章「結論」では、本研究で得られた成果を総括した。 
 
 
